
  「自己血から調製された自己フィブリン糊の有用性」 

   牧野 茂義（虎の門病院輸血部 部長） 

 

 

13．共催(ランチョン)セミナー（LS）     

 1)．[5月 25日(金) 11:45-12:45 第 1会場]   [共催：中外製薬株式会社] 

   お産は命がけ！－産科領域における適正な輸血療法推進の条件－ 

   座長：脇本 信博（帝京大学医学部附属病院整形外科･輸血部 准教授） 

   講師：田中 政信（東邦大学医療センター大森病院産婦人科 教授） 

  

2)．[5月 25日(金) 11:45-12:45 第 2会場]   [共催：ノバルティス ファーマ株式会社] 

輸血による鉄過剰症と治療意義－最新の知見－  

   座長：藤井 康彦（山口大学医学部附属病院輸血部 副部長） 

   講師：高見 昭良（金沢大学附属病院輸血部･血液内科 准教授） 

 

 3)．[5月 25日(金) 11:45-12:45 第 4会場]   [共催：シーラス社] 

Improving patients outcomes with Pathogen Inactivated blood components(同時通訳有) 

   座長：Richard J. Benjamin（Chief Medical Officer, American Red Cross） 

   講師： 

① Richard J. Benjamin（Chief Medical Officer, American Red Cross） 

     「US Status：unmet needs in blood safety and challenges before approval of  

Pathogen Inactivation」 

   ② Jean-Pierre Cazenave, MD,PhD (Director of the Ètablissement Français du Sang  

(EFS)-Alsace，Professor of Hematology and Transfusion at the University of 

Strasbourg and member of Academie Nationale de Medicine in Paris） 

        「Pathogen Inactivation Treatment of Labile Blood Components to Prevent 

         Transfusion-Transmitted Infections：6 Years of Experience in Transfusion Safety」 

 

 4)．[5月 26日(土) 11:45-12:45 第 1会場]   [共催：バイオ･ラッド ラボラトリーズ株式会社] 

救命救急医療の現状と緊急輸血～ERでは何が起きているのか～Part３ 

   座長：大坂 顯通（順天堂大学医学部輸血･幹細胞制御学 教授） 

   講師：益子 邦洋（日本医科大学救急医学講座 教授・千葉北総病院救命救急センター長） 

 

 5)．[5月 26日(土) 11:45-12:45 第 2会場]   [共催：株式会社カイノス・和光純薬工業株式会社] 

Blood Group Genotyping（仮題）(同時通訳有) 

座長：髙本 滋（北海道赤十字血液センター） 

   講師：Joann M. Moulds（LifeShare Blood Centers） 

 

 6)．[5月 26日(土) 11:45-12:45 第 4会場]   [共催：田辺三菱製薬株式会社・株式会社ベネシス] 

   アルブミン製剤の国内自給と適正使用について 

   座長：佐川 公矯（佐賀県赤十字血液センター 所長） 

   講師：河野 武弘（大阪医科大学附属病院 輸血室 室長） 

 

 7)．[5月 26日(土) 11:45-12:45 第 5会場]   [共催：富士レビオ株式会社] 

   B型肝炎 Up to date －HBV各種抗原測定系の臨床的有用性― 

   座長：安村 敏（富山大学附属病院輸血･細胞治療部 副部長） 

   講師：松本 晶博（信州大学医学部消化器内科 講師） 

 


